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「今
こん

生
じょう

に本願を信じて、かの土にし
てさとりをばひらくとならいそう
ろうぞ。」

川越喜多院の五百羅漢

羅漢：「煩
ぼん

悩
のう

具
ぐ

足
そく

の身をもって、す
でにさとりをひらくということ。」
とはいかに。第15章

盂蘭盆会法要

お盆参り

・8月10日（土）
・午後1時30分～3時まで（1時受付）
・光照寺本堂にて
・勤行・法話

・7月13日～16日の期間
・8月1日～16日の期間

（但し10日は除く）
※ご希望の日にちをお知らせ下さい。時間につきましてはこ
ちらで調整させて頂きます。ご自宅か当寺のいずれかで
読経いたします。

※準備の都合上、出席人数をご連絡下さい。
　預骨されている方は率先してお参り下さい。
　ご参詣をお待ちしております。

親鸞聖人のみ教えに聞く会
◆ 令和6年7月9日（火）
◆午後1時30分～4時30分
◆テキスト：『教行信証』
◆講師：延塚知道先生（大谷大学名誉教授）
◆会場：光照寺本堂
◆会費：500円
※ご参加の方は事前に当寺へお申し込み下さい。人数を制
限する場合があります。

※9月26日（木）・11月18日（月）

ヨガ1

お
寺
で
ヨ
ガ
を
毎
週
月
曜
十
時
～

十
一
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
師
は
ト

モ
ヨ
先
生
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験

会
を
毎
月
第
三
火
曜
日
十
時
三
十
分

～
十
二
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
師
は

尚
子
先
生
。
初
め
て
の
方
も
歓
迎
で

す
。
ご
興
味
の
方
は
当
寺
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

ヨガ2 ベビーマッサージ

寺

ヨ

ガ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会
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子
供
会
報
告

子
ど
も
会
〝
ポ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
〟

〝
花
ま
つ
り
＆
い
ち
ご
狩
り
〟

�

大
塚　

陽
子

桜
満
開
の
お
花
見
日
和
り
を
迎
え

て
、四
月
五
日（
金
）大
人
十
二
名
、小
人

七
名
の
参
加
を
得
て
、
本
堂
に
て
大
塚

の
導
師
に
よ
り
勤
行
、自
己
紹
介
、花
ま

つ
り
に
つ
い
て
の
お
話
し
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
親
子
さ
ん
が
、
花
御
堂
の
誕
生
仏

に
甘
茶
を
か
け
て
お
祝
い
の
お
参
り
を

し
ま
し
た
。

集
合
写
真
を
撮
り
、
紙
し
ば
い
〝
誕

生
日
お
め
で
と
う
〟
を
見
て
、又
、ゲ
ー

ム
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
本
堂
に
て

昼
食
後
、
西
区
高
木
ア
イ
エ
ス
ア
グ
リ

の
い
ち
ご
狩
り
へ
車
で
移
動
、
練
乳
入

れ
放
題
で
四
十
分
間
、
大
粒
の
甘
い
い

ち
ご
食
べ
放
題
、お
腹
い
っ
ぱ
い
、皆
大

満
足
の
様
子
、
初
体
験
の
子
も
い
て
喜

ば
れ
ま
し
た
。
帰
り
の
集
合
時
で
も
子

ど
も
達
は
元
気
い
っ
ぱ
い
、
親
子
共
々

楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

次
回
は
八
月
十
九
日
（
月
）で
す
。
御

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

人
間
を
救
う
の
は
如
来

だ
け
れ
ど
も
、如
来
を
知

る
の
は
聞
法
だ
け
だ
。

寺
川
俊
昭

（『
親
鸞
の
仏
道
』）よ
り
）
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誕
生
日
の
お
祝
い
会

私
は
今
年
の
3
月
13
日
の
誕
生
日

で
満
94
歳
に
な
っ
た
。
そ
の
お
祝
い

の
会
を
誕
生
日
の
当
日
に
、
日
野
駅

前
の
サ
カ
エ
ヤ
茶
楼
で
教
え
子
達
が

開
い
て
く
れ
た
。
そ
の
教
え
子
達
は

三
鷹
市
の
明
星
学
園
小
学
校
の
き
り

組
、
私
が
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で

担
任
し
た
子
供
達
で
あ
っ
た
。
年
齢

は
74
歳
、
65
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
だ

と
い
う
。男
が
5
名
、女
が
7
名
で
12

名
、そ
れ
に
私
達
夫
婦
、合
わ
せ
て
14

名
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
近
況
報
告

を
5
分
ず
つ
し
た
。
5
分
た
っ
た
ら

チ
ー
ン
と
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て
い
た
。

公
平
で
あ
る
。
公
平
平
等
は
仏
道
に

か
な
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
後
日
私

は
お
礼
状
を
一
人
一
人
に
書
い
た
。

�

佐
々
木
玄
吾

法
要
の
ご
案
内

⃝
盂
蘭
盆
会
法
要　

八
月
十
日
（
土
）、
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
勤
修
。

⃝

秋
季
彼
岸
会
法
要　

九
月
二
十
二
日

（
日
）午
後
一
時
三
十
分
よ
り
勤
修
。

⃝

報
恩
講　

十
月
二
十
日
（
日
）。
講
師

は
隆
彰
見
先
生
。

聞
法
会
の
お
知
ら
せ

⃝

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会

講
師
は
延
塚
知
道
先
生
（
大
谷
大
学
名

誉
教
授
）
七
月
九
日
、
九
月
二
十
六
日
、

十
一
月
十
八
日
、
午
後
一
時
三
十
分
～

四
時
三
十
分
。『
教
行
信
証
』
を
学
ん
で

い
ま
す
。
ご
参
加
の
方
は
事
前
に
当
寺

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
会
費
五
百
円
。

⃝

大
経
の
会

十
月
は
報
恩
講
、十
二
月
十
五
日
、午
後

二
時
～
午
後
四
時
。講
師
住
職
。細
川
巌

著
『
正
信
偈
讃
仰
』（
七
）を
学
ん
で
い
ま

す
。

⃝

我
聞
の
会

六
月
十
二
日
、七
月
十
七
日
、九
月
十
一

日
、
十
月
九
日
、
午
後
二
時
～
四
時
ま

で
。「
歎
異
抄
」を
学
ん
で
い
ま
す
。
講
師

は
住
職
。

⃝

微
風
学
舎

六
月
十
九
日
、七
月
二
十
四
日
、九
月
四

日
、十
月
十
六
日
。
午
後
二
時
～
四
時
ま

で
。
講
師
は
住
職
。「
高
僧
和
讃
講
義

（
二
）」延
塚
知
道
著
を
学
ん
で
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル

⃝

聲
明
サ
ー
ク
ル
、七
月
三
十
日
、九
月

二
十
五
日
、十
一
月
二
十
七
日
。
午
後
二

時
～
四
時
。
講
師
は
住
職
。

⃝

絵
解
き
サ
ー
ク
ル
、六
月
七
日
、十
月

二
十
三
日
、十
二
月
二
十
日
。

子
供
会

八
月
十
九
日
（
月
）。
夏
休
み
企
画
。

テ
ラ
ヨ
ガ

お
寺
で
ヨ
ガ
。
毎
週
月
曜
十
時
～
十
一

時
、講
師
ト
モ
ヨ
先
生
。
興
味
あ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会

毎
月
第
三
火
曜
十
時
三
十
分
～
十
二

時
、
生
後
二
ケ
月
～
一
歳
位
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
対
象
。講
師
遠
藤
尚
子
先
生
。会

場
は
お
寺
。
興
味
あ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

お
願
い

ご
自
宅
で
法
事
の
際
は
駐
車
場
を
ご
用

意
下
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

住
所
・
電
話
番
号
変
更
の
際
は
必
ず
ご

連
絡
下
さ
い
。

吉
澤　

光
昭

雨
音
は
シ
ョ
パ
ン
の
調
べ
梅
雨
に
入
る

一
列
に
止
ま
る
燕
や
頭
北

が
が
ん
ぼ
の
脚
の
も
げ
い
る
朝
か
な

波
の
花
枡
角
に
あ
る
冷
し
酒

盛
付
け
に
香
る
黒
潮
初
鰹

佐
々
木　

玄
吾

二
人
し
て
多
摩
川
土
手
に　

腰
お
ろ
す

春
風
や
さ
し
く
頰
を
な
で
ゆ
く

二
人
し
て
印
鑑
持
ち
て　

局
へ
行
く

女
性
局
員
笑
顔
で
接
す

釋
尼　

邦
照
（
前
坊
守
）

寺て
ら

継け
い

承し
ょ
う　

門
徒
の
方
に
さ
さ
え
ら
れ

教
え
深
め
つ　

共
に
歩
ま
ん

コ
ロ
ナ
下か

で　

と
だ
え
て
待
ち
し

聞
法
会　

拝は
い

す
る
師
の
顔　光

顔
巍
巍
と

彼か

の
歳と

し

に　

追
い
つ
い
た
の
に

今
は
い
ず　

喜
寿
の
お
祝
い　

子こ
 
ら等

よ
り
受
け
る

篠
原　

潤
子

カ
ー
ペ
ッ
ト
つ
ま
づ
き
転
び
ハ
ッ
と
す
る

古こ
　
き稀

の
く
ん
し
ょ
う
笑
っ
て
自
慢
す

重
症
の
ギ
ッ
ク
リ
腰
で
お
ち
こ
ん
で

無
理
す
る
性
格
笑
う
し
か
な
い

熊
の
で
る
故
郷
の
畑
母
祖
母
は

草
葉
の
陰
で
何
を
思
う
や

玄
関
で
口く

ち

紅
つ
け
て
る
吾
を
見
て

「
バ
バ
化
粧
し
た
」五
才
孫（

男
）

言
う

ユ
（
ｙ
ｏ
ｕ
 
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）

ウ
チ
ュ
ウ
ブ
都
市
伝
説
は
面
白
い

「
来
年
ヤ
バ
イ
」が
多
々
あ
り
す
ぎ
る

寺
務
所
よ
り

木立
山田邦興　画
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